
1．講演内容概要（該当スライド）

講演「南極からの授業実践報告」で使用したスライドの
補足説明を以下に述べる．

1.1　教員南極派遣プログラムとは（3枚目～ 6枚目）

本プログラムは極地の科学や観測に興味を持つ現職教員
を南極昭和基地に派遣する，2009年から続く制度である，
本プログラムの参加教員は，日本南極地域観測隊（JARE）
に同行し，南極・昭和基地から衛星回線を利用して「南極
授業」を実施する．過去の派遣者の9割は理科教員であり，
情報科教員では，私が初の派遣例となった．

1.2　観測隊・南極の話（7枚目～ 11枚目）

観測隊は南極観測船しらせに乗り，南極へと向かう．し
らせは例年11月上旬に出港し，翌年3月下旬に日本へ帰っ
てくる．しらせが南極と日本を往復するのは，年に一度だ
けであり，派遣教員も含む夏隊（南半球に位置する南極では
季節が逆）は，翌年3月には戻ってくるが，越冬隊は，基地
を維持するために南極へ残る．途中で行われる海洋観測も
含め，昭和基地までは片道40日程度の船旅である．
観測隊の拠点となる昭和基地は，南極大陸氷縁から西に

4km程度離れた東オングル島に位置し，日本との時差は6
時間ある．工事現場のような光景が広がる昭和基地では，
夏期間，建物の修繕や新しい観測の準備が集中的に行われ
る．この支援には，教員派遣者も含め観測隊全員が参加す
る．野外においても，雪と氷に包まれた「イメージ通りの
南極」の光景が広がる箇所もあるが，岩がごつごつ露出し
ている場所（露岩帯）も案外多い．野外行動の合間には，念
願だったペンギンの繁殖地（ルッカリー）に行くこともでき
た．

1.3　国内事前準備・事前授業（12枚目～ 21枚目）

南極との関連性が薄く思える情報科だが，実は一番関わ
りの深い教科とも言える．人が自然の姿を明らかにしよう
する時，必ずそこには技術の姿があり，その裏側には技術
者の存在がある．また，過酷な環境で生活基盤を維持して
いく設営の場面にも，様々な技術が活用されている．
出国前には，南極観測と絡めた事前授業「技術を通した

JAREの疑似体験（micro:bitを用いた環境計測装置の作成＆
測定結果分析）」等を数時間実施した．この実践の詳細は，
武善（2022）にまとめている．コンセプトである「疑似体験」
は，高校生という発達段階を強く意識してのものである．
現実を見つめて夢を諦めがちになる段階の生徒達へ，南極
を身近に，JAREを自分の将来像に近づけて感じてもらう
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方策として，有用であると考えた．

1.4　南極授業（22枚目～ 30枚目）

南極授業は，計2回（各50分）実施した．昭和基地と勤務
校をZoomで接続し，YouTubeライブも同時開催した．ま
た，授業中のコメント投稿はSlidoを用いて常時受け付け
た．
授業は，「使命感や責任感ではなく，ただ好きなものを追

求する楽しさを思い出してもらう」ことを目標として，様々
なガジェットを扱いながら，受け手が「おもちゃ箱」のよ
うに感じる時間を目指して設計した．具体的には，以下の
ような実践を行った．
・電波の可視化，可聴化実演．電波を用いた情報共有・

観測について紹介し，スペクトラムアナライザを用いて通
信を可視化，トランシーバを用いて大型大気レーダー
PANSYの電波を可聴化した．
・南極―日本IoT実験．通信の双方向性を実感，身近に

感じる演出として，国内と昭和基地の双方にAlexaとスマー
トリモコンを設置し，カーテンの開閉や照明操作を実施し
た．海底ケーブルの敷設が困難な昭和基地では，現在も衛
星通信が活躍している．
・環境計測装置の動作紹介．生徒の作った装置が，南極

できちんと動作した事実を紹介し，生徒達に隊員の仕事を
身近なものとして印象付けた。その上で，2名の研究者・技
術者に登場してもらった．自身の開発した新型重力計を持
ち込んだ隊員には，その重力計の動作実演と共に，今の自
分が「子どもの頃から好きなことを続けてきた結果」であ
ることを語ってもらった．観測隊参加4度目となる隊員（技
術者）には，「好きを見つけるには周りを気にして窮屈にな
らず，心を自由にする」こと，「大人になった今でも，悩み
ながら生きている」ことを語ってもらった．

1.5　帰国後の活動について（31枚目～ 32枚目）

本プログラムにおいては，派遣期間中の活動だけでなく，
帰国後の活動も重要視されている（応募時に，概ね5年程度
の活動計画を書類としても提出する）．現在は，各種講演活
動の準備のほか，南極を題材としたプログラミング・デー
タサイエンスの教材作りを進めている．

2．ディスカッション

当日は，この講演を切り口として，広くディスカッショ
ンを実施した．ディスカッションでは以下のような話題が
上がった．
・（オンライン授業の利点）オンライン授業の形態を取れ

ば，行くことがなかなか難しい南極からの授業も可能にな
る．これはわかりやすいオンラインの利点だが，一般のオ
ンライン授業についても，対面の代替ではなく，「オンライ
ンだからこそ」を追求していけると良い．
・（教員派遣の価値について）本人は行けなかったとして

も，「話を聞く」ことには代理体験的な面白さがある．行っ
た人自身がメディアとなっていくことには，十分価値があ
る．ただし，「現地に行かなくても味わえる面白さ」の追求
は，同時に，「では教員が現地に行く必要性は？」の問いへ
と繋がる．
・（派遣後の活動について）帰国後の派遣者活動としては，

当事者としての講演以上に，「自分が南極へ行ったかのよう
に，多くの人が授業で使えるコンテンツ作り」が重要であ
るように思う．南極は到達困難な場所であるが，例えば「原
子の中」のようなそもそも到達不可能な場所についても，
我々はさも見てきたように，また生徒が実感できるように
日頃から教えなければならない．そうした時に必要なもの
は，やはり実感を刺激するコンテンツであり，現地に行っ
た人間だからこそ作れるものもあるのではないか．
・（仮想的に体験できること，できないこと）映像越しで

は伝えにくい感覚として，「スケール感」がある．写真集で
はペンギンに寄った写真ばかり見かけるが，自然界で見か
けるペンギンは広大なエリアにぽつん，と佇んでいること
が多い．視界いっぱいに景色の広がる感覚は，Meta Quest 
2のようなVRゴーグルを用いることで，ある程度は代替出
来るが，自然の中に放り出される感覚，自然と一体になる
感覚は，やはり再現が難しい．
・（仮想的現実の可能性）ペンギンやアザラシを探すとき

に，現地で思い出したのがPokemon GOだった．野生のペ
ンギンが突然出現する感覚は，歩いていると突然ポケモン
がふっと湧く感覚に近い．また南極の露岩帯から，「ディズ
ニーランド」を想起する隊員も多かった．よく研究されて
作られた仮想的環境では，現地に近い感覚を今でも十分に
味わうことが可能であるように思う．
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